
◆第１部 千葉亮祐先生◆
学 歴 岩手医科大学卒業（医師）
職 歴 ・岩手県立高田病院

・岩手県立中央病院

◆第２部 水野敦典先生◆
学 歴 東京薬科大学卒業(薬剤師)
職 歴 ・医薬品メーカーにて医薬営業関係・業界活動・行政及び

関係団体との折衝
・1998年アポプラスステーション㈱にて日本初のコントラクトMR
（ＣＳＯ）事業立ち上げ、人材派遣事業責任者及び薬剤師教育
責任者として従事

・1999年有限会社メディック設立
・2004年マスタリ―Ｅ＆Ｔ（Education&Training）研究所設立

◆第１部 千葉亮祐先生◆
学 歴 岩手医科大学卒業（医師）
職 歴 ・岩手県立高田病院

・岩手県立中央病院

◆第２部 水野敦典先生◆
学 歴 東京薬科大学卒業(薬剤師)
職 歴 ・医薬品メーカーにて医薬営業関係・業界活動・行政及び

関係団体との折衝
・1998年アポプラスステーション㈱にて日本初のコントラクトMR
（ＣＳＯ）事業立ち上げ、人材派遣事業責任者及び薬剤師教育
責任者として従事

・1999年有限会社メディック設立
・2004年マスタリ―Ｅ＆Ｔ（Education&Training）研究所設立

薬剤師生涯学習講座

学校法人医学アカデミー
薬学ゼミナール生涯学習センター主催

Ｇ１３認証

アドバンストコース

認定シール発行

講演
紹介

※会場・受講料等※
会 場：薬学ゼミナール 八王子教室
対 象：薬剤師（定員 ８０名）
受 講 料 ：３，０００円（お申込みが必要です）
認定単位：２単位（９０分×２コマ）

※薬学ゼミナール生涯学習センターの認定には日本薬剤師研修
センターなど他プロバイダーシールでも有効です

主 催：学校法人医学アカデミー
薬学ゼミナール生涯学習センター

後 援：社団法人 埼玉県病院薬剤師会

申込方法

テーマ：『東日本大震災が教えてくれた教訓』テーマ：『東日本大震災が教えてくれた教訓』

日時

第１部 第２部

１１月１３日（日） （受付 13：30～）
（事務連絡13:50～）

１４：００～１５：３０ １５：５０～１７：３０（Ｑ＆Ａ含む）

水野 敦典 先生
有限会社 メディック
（マスタリーＥ＆Ｔ研究所）代表取締役

①薬剤師が高い評価を得た要因を掘り下げ日常
業務に活かす

②相次ぐ不祥事に薬局の未来は？その危機、
活路を探る

③医療におけるゴールは”患者の安心と納得”。
薬剤師としてどこに視点を置くべきかを大震災
から学ぶ

④大震災当日の現地の医療現場を学ぶ

⑤大震災からチーム医療を学ぶ

【今回の目標】

＊講演内容は場合によって変更になる可能性があります。

携帯はこちらから

見本

※参加人数に制限がございますので、お早めにお申込み下さい。
★ホームページメール、電話、FAX（裏面申し込み用紙）にて必要事項をご記入の上、お申込みください。
【必要事項】①申込み講座名 ②お名前（ふりがな） ③電話番号 ④メールアドレス

⑤薬剤師歴（1年未満/１年以上‐３年未満/３年以上‐６年未満/６年以上‐１５年未満/１５年以上）
⑥業種（病院/保険調剤薬局/ドラッグストア/その他）

【申 込先】学校法人医学アカデミー 薬学ゼミナール生涯学習センター 受付け係
<ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ>http://www.yakuzemi‐shougai.jp/schedule.html
<e‐mail>info@yakuzemi‐shougai.jp <Tel>03‐5298‐8264 <Fax>03‐5298‐8269
※土曜日、日曜日、祝日は確認のご連絡ができない場合がございますので、あらかじめご了承ください

当センターに関する情報をお届け
しています。是非ご試聴下さい。

「大震災を陸前高田で経験して」 「現場に身を置かないと
本当の真実は得られない」

JR『八王子駅』より徒歩5分
京王線『京王八王子駅』より徒歩7分

〒192-0081 東京都八王子市横山町5-15
三井生命八王子ビル5F

2011年3月11日に発生した大震災から半年が経過し、大震災の被害の実態や復興への課題が明らかになりつつある中で、

復興に向け、医療人としてのそれぞれの役割やその分担の在り方について考えます。
【第１部】陸前高田で医師をされていた千葉先生に震災時の状況、その後のご活動についてご講演いただきます。
【第２部】震災後、何度も現地を訪れた水野先生より、被災地の薬剤師としての役割、大震災からの得た教訓をご講演いた
だき、これから薬剤師がどうあるべきか？を考えましょう。

千葉 亮祐 先生
岩手県立中央病院


